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農林畜産食品部プレスリリース（2014年８月７日16時30分付け） 

鳥インフルエンザ（AI）疫学調査委員会の開催結果 

- 今年国内で発生したHPAI（H5N8）は野生鳥類（渡り鳥）から侵入、 

人的・物的要因による伝播の可能性が高い – 
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（機械翻訳等に基づく仮訳） 

 

農林畜産検疫本部（パク・ヨンホ本部長）は、今年国内で発生したHPAI（H5N8）に関連

して疫学調査委員会（委員長：ソウル獣医大学キム・ジェホン教授）を８月７日午前10時

に開催したことを明らかにした。 

*疫学調査委員会（AI分科）：獣医科大学、医科大学、環境部等の関係部署、防疫関

連機関、渡り鳥専門家及び生産者団体の計27人（出席22人） 

**高病原性鳥インフルエンザ（HPAI）：Highly Pathogenic Avian Influenza 

 

疫学調査委員会（AI分科）は、国内でのHPAI（H5N8）発生に伴い１月28日に開催して

以降、８月７日現在まで、AI分科委全体会議３回、小委員会４回、現場訪問３回の計10

回実施し、委員会活動を活発に行った。 

疫学調査委員会（AI分科）では、全羅北道 高敞（コチャン）郡の種あひる農家で１月1

6日に初めて発生して以降、８月７日現在まで発生した事例に関して、これまで実施して

きた疫学調査の内容、分析事例及び最近の発生動向について疫学調査委員が集中的

に討議を行った。 

 

AI疫学調査委員は、HPAI（H5N8）の発生状況を慎重に検討し、発生原因は次の理由

により野生鳥類（渡り鳥）から侵入したものと確認した。 

①過去、国内でH5N8ウイルスが検出されていない 

-過去、国内で発生した４回のHPAIは全てH5N1亜型であった 

-直近の３年間、国内の家きん類及び野生鳥類（渡り鳥）を対象に211万点の試料を

検査した結果から、H5N8型AIウイルスが検出された事例はない 

②発生農場は、そのほとんどが渡り鳥の飛来地近くに位置しており、冬の渡り鳥が我

が国で越冬する西海岸地域に偏っている 

③野生鳥類の斃死体捕獲試料、糞便等の環境試料から、高病原性H5N8型ウイルス

を広範囲に検出（2010年の20件と比較して、2014年の38件と約２倍増加） 

④発生農場及び野生鳥類（環境試料を含む）から高病原性H5N8型ウイルスの検出

が確認された時期が類似しており、地理的に近接している 

 

また、AI疫学調査委員は侵入経路について、中国から侵入した可能性が最も高いと

いう意見で一致した。 



国内で発生したHPAI（H5N8）ウイルスは、中国東部の家きん類で2009年～2011年に

流行したウイルスと相同性が最も高く、中国東部（江蘇省等）の流行宿主と類似している。 

位置追跡機の取付けによる渡り鳥の移動経路調査から、我が国と中国の間でマガモ、

カルガモ等の往来を確認。 

 

さらに、HPAI（H5N8）ウイルスの農場内への侵入経路については、次のとおり推定し

た。 

調査の結果、野生鳥獣類（渡り鳥を含む）、家畜の移動、車両、畜主、農場出入者、

畜舎の密集等による近隣伝播、系列管理者の訪問、残飯の供給等の要因により伝播し

たものとされた。 

AI疫学調査委員会は、現在、一部の地域で散発的に発生している事例について、中

央及び地方自治体の防疫機関、生産者団体、農家に対して消毒等の遮断防疫を徹底

するよう依頼し、追加の発生がなければ、2014年９月末頃に疫学調査委員会を開催して

最終疫学調査の結果を出す予定であると明かした。 

 

 

 本情報は、韓国農林畜産食品部が、８月７日に公表した情報について、機械翻訳等

に基づき仮訳を作成したもの。 


